
【問題】

我々は、生涯を通じ、家族、職場、学校、

仲間など様々な集団に所属し、人との関わり

の中で日常生活を営む。このような集団では

構成員の総数、年齢構成、男女の割合、地位

構造上等見かけ上は良く似ていても、雰囲気、

成員の満足度、業績などにおいて差が生じて

いる場合が多い。この現象の解明について

我々に重要なる手がかかりを与えてくれたの

がリーダーシップである。

リーダーシップの研究はリーダーシップの

有効性を解明しようとして行われ、リーダー

シップPM 理論（三隅、1978）やパスゴール

理論（House、1971）、条件即応モデル（Fied-

ler、1967）、変革的リーダーシップ論（Bass、

1985）、カリスマ的リーダーシップ理 論

（House、1977）など、その理論ないしモデル

も数多く提唱されている。しかしながら、リー

ダーシップの定義については研究者の間で完

全に一致した見解は見られない。例えば、リー

ダーシップに関する3,000以上もの文献を検

討したStogdill（1981）は、リーダーシップの

定義はそれを定義しようとしている人の数ほ

ど存在すると述べている。また、Bennis&

Nanus（1985）は、この75年間に数千もの実

証研究の結果、350以上のリーダーシップの

定義が作られているとしている。とはいえ、

それらの定義がまったくばらばらでなんら共

通性のないものであるということでもない。

松原（1990）は、多くの研究者が述べてきた

リーダーシップの定義の中から、共通してい

る項目を選択し、リーダーシップの定義を「集

団の目標達成のためになされる影響力行使の

過程である」と述べている。

松原（1990）の定義から、リーダーシップ

とは、成員の満足度や業績、雰囲気の向上と

いった集団の目標を達成するための行動であ

ると言えよう。数々の研究において、集団に

おけるリーダーのリーダーシップが成員の満

足度や集団の雰囲気、業績などに強く影響し

ていることを明らかにしている。その１つに

三隅（1978）の研究がある。三隅は日本を代

表する理論であるリーダーシップPM 理論

を唱えている。リーダーシップPM 理論は、

集団目標の達成を志向するＰ（Perfor-

mance）行動、および、集団（人間関係）そ

れ自体の維持（円滑化）を志向するＭ（Main-

tenance）行動という２種類の一般行動形態

に基づき、リーダーシップ行動を２次元的に

把握しようとする理論である（三隅、1978）。

これまで、Ｐ行動、Ｍ行動が、集団にとって

価値を有する従属変数（価値変数）に及ぼす

効果を検討するために、数多くの研究が行わ
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れてきた。それらの研究では、フォロワーに

よる評価に基づき、Ｐ行動、Ｍ行動をともに

強く発揮しているPM 型、Ｐ行動は強いがＭ

行動は弱いPm型、Ｍ行動は強いがＰ行動は

弱いpM 型、両方とも弱いpm型の４類型が

設定され、その４類型間の比較がなされてき

た。その結果、多くの場合、価値変数におい

て、PM 型が最も優れ、それに、Pm型、ない

し、pM 型が続き、pm型が最も劣るという傾

向が見出されてきた。

また、吉村（2005）は中学生の部活動を対

象とした研究において、主将のリーダーシッ

プ行動尺度や集団の効果性指標としての部活

動への適応感尺度を作成し、リーダーシップ

行動の影響力について検討している。このよ

うに、三隅を初めとする数多くの研究が、リー

ダーシップ行動の影響力について検討してい

る。

数々の研究によってリーダーシップ行動の

影響力の強さが明らかにされてきたが、従来

のリーダーシップ研究にはある共通した特徴

がある。それは、多くの研究が単独リーダー

の影響過程に焦点を当ててきた点である。し

たがって、そうしたリーダーシップ行動が、

複数のリーダー間で分担される場合の効果に

は、それほど関心が向けられてこなかったの

である。しかし、多くの集団ではリーダーシッ

プ機能が分担されていることも珍しくない

（蜂屋、1972）。リーダー以外にリーダーシッ

プを発揮する代表的な人物は、サブリーダー

である。リーダーの定義については、松原

（1990）のリーダーシップの定義を踏まえ、集

団の目標達成のためになされる影響力の行使

を行う人物とする。そして、サブリーダーに

ついては、リーダーに次いで集団の目標達成

のためになされる影響力の行使を行い、また、

リーダーの代行役やリーダーの補佐役を担う

人物とする。例えば、会社集団では副社長、

部活動集団では副キャプテン、学校集団では

教頭といった人物がサブリーダーにあたり、

多くの集団にはサブリーダーが存在してい

る。鈴木（2007）は、部活動集団を対象にし

た研究において、リーダーであるキャプテン

とサブリーダーである副キャプテンのリー

ダーシップ行動について調べているが、サブ

リーダーである副キャプテンのリーダーシッ

プ行動の影響力の弱さを示唆している。サブ

リーダーのリーダーシップ行動の影響力が低

いのは、一般的に考えて当然であるといえる

が、ではサブリーダーに求められる行動とは

どのような行動なのであろうか。

サブリーダーが様々な集団に存在している

ことは事実である。しかしながら、サブリー

ダーに焦点を当てた実証的研究については、

従来ほとんどされてこなかった。淵上（2002）

は、学校集団のサブリーダーである教頭の影

響力は、単独では効果が薄く、リーダーであ

る校長の影響力と一体になったときに影響力

があることを示唆し、サブリーダーである教

頭の補佐役としての重要性を唱えている。こ

のようなことから、サブリーダーが集団に存

在する意義やサブリーダーに特有な行動を明

らかにしていくことが必要と考えられる。さ

て、サブリーダーに特有な行動を考えるうえ

で、過去の研究が参考になる。蜂屋（1972）

は、２人のリーダーが存在している場合、リー

ダー間の友好関係が集団の融和的雰囲気に影

響を与えていることを明らかにしている。こ

のことから、サブリーダーに求められる行動

の１つとして、サブリーダーとリーダーの間

の友好関係を高める行動が挙げられる。また、

リーダーがリーダーシップ行動を発揮しやす

くなるように、リーダーや成員に働きかける

ことがサブリーダーに求められる行動になる

と予想される。つまり、リーダーの補佐的な

行動がサブリーダーに特有な行動であること

が考えられる。

リーダーのリーダーシップ行動が集団に対

して強い影響力を持つ事は過去の研究から明

らかであるが、そのリーダーシップ行動をよ
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り円滑に発揮させる要因とは何であろうか。

その要因の１つとして考えられるのが、サブ

リーダーの補佐行動である。つまり、サブリー

ダーが補佐行動を発揮することでリーダーの

リーダーシップ行動をより円滑にさせると予

想される。このようなことを検討するために

も、サブリーダーの補佐行動を明らかにする

必要があるといえる。

多くの集団にはサブリーダーが存在してい

る。その１つに部活動集団がある。部活動集

団においてリーダーシップ行動を発揮する者

として、指導者やキャプテン、副キャプテン

が挙げられる。指導者については、リーダー

の役割のみが求められると予想されるが、

キャプテンや副キャプテンといった立場には

サブリーダーとしての役割も求められるであ

ろう。つまり、彼らはリーダーシップ行動を

発揮すると同時に、キャプテンは指導者の補

佐行動を行い、副キャプテンはキャプテンの

補佐行動を行っていると予想される。このよ

うなことから、部活動集団におけるキャプテ

ンや副キャプテンを研究の対象とすること

で、リーダーとしてのリーダーシップ行動を

研究すると同時にサブリーダーの補佐行動も

併せて研究を行うことが可能となる。

【目的】

今までの研究において、集団におけるサブ

リーダーに注目した研究は少ない。サブリー

ダーが研究に登場する場合の多くは、リー

ダーのリーダーシップ行動とサブリーダーの

リーダーシップ行動の組み合わせが成員にど

のような影響を与えるかを明らかにするもの

が多く（鈴木、2007）、サブリーダー特有の行

動に焦点をあてた実証的研究は少ない。

そこで本研究では、部活動集団（以下、部

活動集団という記述にはサークル活動集団の

意味も含まれる）を対象にし、キャプテンや

副キャプテンといったサブリーダーの独自の

行動であると予想される補佐行動を明らかに

することを第１の目的とする。次に、サブリー

ダーの補佐行動と部員の効果性指標との関連

を明らかにするために、補佐行動と部員の部

活動への適応感および部員のキャプテンや副

キャプテンに対する感情との関連を検討する

ことを第２の目的とする。さらに、補佐行動

がリーダーシップ行動を円滑に発揮させる要

因であることを明らかにするために、サブ

リーダーに位置づけられる副キャプテンの補

佐行動とリーダーに位置づけられるキャプテ

ンのリーダーシップ行動、そして部員の部活

動への適応感との関連について検討すること

を第３の目的とする。

第１の目的を達成するために、予備研究で

は部活動集団におけるキャプテンや副キャプ

テンといったサブリーダーの補佐行動につい

て自由記述形式の質問紙調査を行い、得られ

た内容をKJ法によって分類し、内部構造に

ついて検討する。さらに、第２、３の目的を

達成するために、本研究では部活動集団にお

けるキャプテンや副キャプテンのリーダー

シップ行動、予備研究で得られたサブリー

ダーの補佐行動、部員の部活動への適応感、

部員のキャプテンや副キャプテンに対する感

情、といった内容が含まれた質問紙調査を行

い、サブリーダーの補佐行動とそれらの関連

について明らかにする。

予備研究

【方法】

１．調査実施時期および調査対象者

調査は2008年４月中旬に行われ、北星学園

大学の学部生および北海道ハイテクノロジー

専門学校の学生を調査対象者とした。

調査対象者数は、96名（男性30名、女性64

名、不明２名）であった。また、平均年齢は、

20.40歳（男性21.07歳、女性20.09歳）で
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あった。

なお調査については、講義時間中に実施し、

講義時間内に回収した。

２．質問紙の内容

⑴ 基本属性

性別、年齢、所属学校名、所属学科名につ

いて回答させた。

⑵ 部活動の状況

部活動動の状況について回答させるために

以下のような質問項目を設定した。

①部活動への所属経験の有無

本研究では、運動系部活動集団および文

化系部活動集団の所属経験の有無を尋ね

た。また、所属経験がない場合には、その

時点で回答を終了させた。

②所属経験の時期

所属経験については、１．小学校、２．

中学校、３．高校、４．専門学校、５．大

学、６．その他の６項目を設定し、当ては

まる項目を選択させた。

③活動名

活動名については、部活動が行っている

競技名や取り組んでいる活動内容を回答さ

せた。

④練習の形態

練習の形態については、１．男性のみ、

２．女性のみ、３．男女混合の３項目を設

定し当てはまる項目を選択させた。

⑤練習の頻度

練習の頻度については、１．週に１回未

満、２．週に１回から２回、３．週に３回

から４回、４．週に５回から６回、５．毎

日の５項目を設定し、選択させた。

⑥参加度

参加度については、１．全く参加しない、

２．あまり参加しない、３．ときどき参加

する、４．かなり参加する、５．必ず参加

するの５項目を設定し当てはまる項目を選

択させた。

⑦部員の人数

部員の人数については、具体的な人数を

回答させた。

⑧大会成績

大会成績については、個人種目と団体種

目の２つに分けて回答させた。大会規模を

１．地区、２．都道府県、３．全国の３項

目、成績を１．初戦敗退、２．初戦突破以

上、３．ベスト16、４．ベスト８、５．ベ

スト４、６．準優勝、７．優勝の７項目を

設定し、当てはまる項目を選択させた。

⑨リーダーの構成

リーダーの構成については、指導者、キャ

プテン、副キャプテンの有無を回答させた。

⑩リーダーの指導力

リーダーの指導力については、１．指導

者、２．キャプテン、３．副キャプテン、

４．その他の中から、集団内で指導力を発

揮している順番を回答させた。

⑶ 補佐行動

①キャプテンが指導者を補佐する行動

キャプテンが指導者を補佐する行動とし

て考えられる行動を自由記述形式で回答さ

せた。

②副キャプテンがキャプテンを補佐する行動

副キャプテンがキャプテンを補佐する行

動として考えられる行動を自由記述形式で

回答させた。

③副キャプテンが指導者を補佐する行動

副キャプテンが指導者を補佐する行動と

して考えられる行動を自由記述形式で回答

させた。

【結果】

サブリーダーの「補佐行動」の分類

質問紙調査によって得られたサブリーダー

の「補佐行動」から連想される言葉を、KJ法
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を用いて分類した。分類は筆者を含む大学院

生４名（大学院修士課程在学２名、大学院博

士課程在学２名）および指導教官１名で行っ

た。

KJ法による分類の結果、「補佐行動」を20

個に分類した（表１参照）。本研究ではここで

得られたサブリーダーの「補佐行動」項目を

用いた尺度を作成し、「補佐行動」の構造の検

討やリーダーシップ行動や部活動への適応

感、感情との関連について検討する。

本研究

【方法】

１．調査実施時期および調査対象者

調査は2008年７月上旬に行われ、北星学園

大学の学部生および北海道ハイテクノロジー

専門学校の学生を調査対象者とした。

調査対象者数は、258名（男性100名、女性

157名、不明１名）であった。また、平均年齢

は、19.20歳（男性19.16歳、女性19.22歳）

であった。

表１ KJ法によって分類されたサブリーダーの「補佐行動」

① 指導 メンバーに指導するといった内容について言及した反応。

② リーダーの制止役 リーダーを制止するといった内容について言及した反応。

③ メンバーの制止役 メンバーを制止するといった内容について言及した反応。

④ 代行
リーダーが不在の時、代わりにリーダーの役割を担うといった

内容について言及した反応。

⑤ 解説
リーダーが話した内容をメンバーに分かりやすく説明すると

いった内容について言及した反応。

⑥ 号令 挨拶や号令を行うといった内容について言及した反応。

⑦ 雑用 雑用を行うといった内容について言及した反応。

⑧ リーダーの相談役
リーダーが悩んでいる時に相談にのるといった内容ついて言及

した反応。

⑨ メンバーの相談役
メンバーが悩んでいる時に相談にのるといった内容について言

及した反応。

⑩ 準備 練習前の準備を行うといった内容について言及した反応。

スケジュール管理・計画
練習内容やスケジュールを考えるといった内容について言及し

た反応。

まとめる メンバーをまとめるといった内容について言及した反応。

リーダーへのメンタルフォロー
リーダーの精神的な部分をフォローするといった内容について

言及した反応。

リーダーへの連絡
メンバーの意見や様子をリーダーに伝えるといった内容につい

て言及した反応。

メンバーへの連絡
リーダーの指示をメンバーに伝えるといった内容について言及

した反応。

助言 リーダーに助言するといった内容について言及した反応。

指示 メンバーに指示を出すといった内容について言及した反応。

仲介役
リーダーとメンバーの仲をとりもつといった内容について言及

した反応。

場の雰囲気づくり
リーダーが指導しやすくなるよう、指導場面の雰囲気づくりを

行うといった内容について言及した反応。

気配り リーダーに気を配るといった内容について言及した反応。
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なお調査については、質問紙を講義時間中

に配布し、講義時間内に回収した。

２．質問紙の内容

⑴ 基本属性

性別、年齢、所属学校名、所属学科名につ

いて回答させた。

⑵ 部活動の状況

部活動の状況について回答させるために以

下のような質問項目を設定した。

①部活動への所属経験の有無

本研究では、運動系部活動集団および文

化系部活動集団の所属経験の有無を尋ね

た。また、所属経験がない場合には、その

時点で回答を終了させた。

②所属経験の時期

所属経験については、１．小学校、２．

中学校、３．高校、４．専門学校、５．大

学、６．その他の６項目を設定し、当ては

まる項目を選択させた。

③活動名

活動名については、部活動が行っている

競技名や取り組んでいる活動内容を回答さ

せた。

④活動形態

活動形態については、１．運動系、２．

文化系の２項目を設定し当てはまる項目を

選択させた。さらに、１．個人種目、２．

団体種目、３．両方の３項目を設定し当て

はまる項目を選択させた。

⑤部員の人数

部員の人数については、具体的な人数を

回答させた。

⑥キャプテンおよび副キャプテンの経験の有

無

キャプテンおよび副キャプテンの経験の

有無については、１．キャプテンを経験し

た、２．副キャプテンを経験した、３．両

方経験した、４．両方経験していないの４

項目を設定し当てはまる項目を選択させ

た。

⑦リーダーの構成

リーダーの構成については、１．指導者

とキャプテンと副キャプテンがいた、２．

指導者とキャプテンがいた。しかし、副キャ

プテンはいなかった、３．キャプテンと副

キャプテンがいた。しかし指導者はいな

かった、４．指導者がいた。しかしキャプ

テンと副キャプテンはいなかった、５．キャ

プテンがいた。しかし指導者と副キャプテ

ンはいなかった、６．指導者もキャプテン

も副キャプテンもいなかった、以上の６項

目を設定し当てはまる項目を選択させた。

なお、４、５、６を選択した者については、

その時点で回答を終了させた。なぜなら、

サブリーダーの役割を果たすものが存在し

ないからである。

⑶ キャプテンおよび副キャプテンのリー

ダーシップ行動尺度

吉村（2005）の作成したリーダーシップ尺

度の20項目と、野上（1997）の作成したリー

ダーシップ測定尺度のうち吉村と重複してい

ない５項目を採用し項目を作成した。よって、

リーダーシップ行動尺度は25項目から構成

される。なお、回答者自身がキャプテンや副

キャプテンを経験した場合は、経験する以前

の一部員であった頃の経験を回答させた。

回答については、１．ぜんぜんあてはまら

ない、２．あてはまらない、３．あまりあて

はまらない、４．ややあてはまる、５．あて

はまる、６．たいへんよくあてはまる、以上

の６段階評定で回答させた（以下、キャプテ

ンおよび副キャプテンの補佐行動尺度、キャ

プテンおよび副キャプテンに対する感情尺

度、部活動への適応感尺度についても同様で

ある）。
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⑷ キャプテンおよび副キャプテンの補佐

行動尺度

補佐行動尺度は、予備研究で得られた「サ

ブリーダーの補佐行動」20項目から構成され

る。なお、回答者自身がキャプテンや副キャ

プテンを経験した場合は、経験する以前の一

部員であった頃の経験を回答させた。

⑸ キャプテンおよび副キャプテンに対す

る感情尺度

吉村（2005）の作成した部活動への適応感

尺度のうち、主将に対する感情の６項目と野

上（1997）の作成した対リーダー感情測定尺

度の12項目のうち、吉村と重複していない８

項目を採用し項目を作成した。よって、感情

尺度は14項目から構成される。

⑹ 部活動への適応感尺度

吉村（2005）の作成した部活動への適応感

尺度の20項目のうち、部活動への積極的行

動、部活動への満足、部の仲間関係への満足

の14項目を採用し、項目を作成した。

【結果】

１．キャプテンおよび副キャプテンのリー

ダーシップ行動尺度および補佐行動尺度

の因子分析

予備研究で作成した補佐行動尺度の項目を

見ると、リーダーシップ行動尺度の項目と重

複している内容の項目が存在していた。そこ

で、リーダーシップ行動尺度と補佐行動尺度

の構造の違いを明らかにするため、リーダー

シップ行動尺度と補佐行動尺度を結合して因

子分析を行うことにした。よって、リーダー

シップ行動25項目、補佐行動20項目、合計

45項目について因子分析（主因子法、プロ

マックス回転）を行った。なお、キャプテン

と副キャプテンのそれぞれにおいて因子分析

をすることはしなかった。なぜならキャプテ

ンと副キャプテンのリーダーシップ行動を同

一の下位尺度上で比較検討する必要があった

からである。そこで、キャプテンのリーダー

シップ行動25項目および補佐行動20項目と

副キャプテンのリーダーシップ行動25項目

および補佐行動20項目を縦に結合し、因子分

析を行った。固有値.10以上であること、因子

負荷量.40以上であること、および解釈可能

性を考慮し、37項目７因子構造を採用した

（表２参照）。

第１因子は、〝失敗した時など冗談を言った

りして皆を励ます"〝気まずい雰囲気があると

解きほぐす"等の項目に高い因子負荷量を示

し、「人間関係調整」と命名した。第２因子は、

〝練習中の服装が部活に相応しくなければ厳

しく注意する"〝練習量をやかましくいう"等

の項目に高い因子負荷量を示し、「圧力」と命

名した。第３因子は、〝部員をまとめる"〝部

員に指示を出す"等の項目に高い因子負荷量

を示し、「統率」と命名した。第４因子は、〝技

術やコツを上手に教える"〝失敗した時、失敗

した人を責めるのではなく技術について注意

を与える"等の項目に高い因子負荷量を示し、

「技術指導」と命名した。第５因子は、〝指導

者（キャプテン）が悩んでいる時に相談に乗

る"〝指導者（キャプテン）に助言する"等の

項目に高い因子負荷量を示し、「リーダーへの

メンタルフォロー」と命名した。第６因子は、

〝練習前の準備を行う"〝雑用を行う"に高い

因子負荷量を示し、「準備・雑用」と命名した。

第７因子は、〝部員を制止する"〝指導者（キャ

プテン）を制止する"に高い因子負荷量を示

し、「制止」と命名した。

吉村（2005）や鈴木（2007）によるリーダー

シップ行動尺度の構造を参考に考えると、第

１因子「人間関係調整」、第２因子「圧力」、

第３因子「統率」、第４因子「技術指導」がリー

ダーシップ行動の構造になっていると考えら

れる。そして、第５因子「リーダーへのメン

タルフォロー」、第６因子「準備・雑用」、第

147部活動集団におけるサブリーダーの補佐行動についての検討― 補佐行動尺度の作成およびリーダーシップ行動との関連―



表２ キャプテン、副キャプテンのリーダーシップ行動尺度および補佐行動尺度の因子分析

人間関係調整（α＝.926）

Ｑ42．失敗した時など冗談を言ったりして皆を励ます 0.905 0.053 －0.132 0.062 －0.072 －0.019 0.018

Ｑ19．気まずい雰囲気があると解きほぐす 0.904 －0.005 0.016 －0.220 －0.001 0.010 0.163

Ｑ41．部員全員が馴染めるような雰囲気を作る努力をしている 0.811 0.006 0.046 －0.062 －0.054 0.084 0.098

Ｑ43．部員を信頼している 0.727 －0.044 0.014 0.095 0.022 0.102 －0.241

Ｑ18．部員が悩んでいる時に相談に乗る 0.727 0.003 0.071 －0.014 0.083 －0.069 0.057

Ｑ５．部員の悩みには親切に相談に乗ってくれる 0.656 －0.110 0.108 0.047 0.067 －0.075 0.085

Ｑ７．意見や要求をよく聞く 0.572 －0.069 0.046 0.112 －0.057 0.153 0.053

Ｑ36．指導者（キャプテン）と部員の仲を取り持つ 0.473 0.139 －0.021 0.009 0.252 0.055 0.019

Ｑ29．よいプレーをしたり、いい結果が出たらほめる 0.445 0.048 0.157 0.161 0.122 －0.026 －0.123

圧力（α＝.900）

Ｑ44．練習中の服装が部活に相応しくなければ厳しく注意する 0.208 0.899 －0.138 －0.010 －0.085 0.034 －0.108

Ｑ45．練習量をやかましくいう 0.025 0.808 －0.161 －0.036 －0.096 0.010 0.022

Ｑ21．練習に遅れたり黙って休んだら厳しく注意する －0.057 0.741 0.190 －0.101 0.012 0.108 0.040

Ｑ23．練習をなまけると小言をいう －0.154 0.708 0.014 －0.012 －0.035 0.025 0.055

Ｑ11．うるさく規則に従うよういう －0.101 0.702 0.023 －0.028 0.083 －0.015 0.191

Ｑ31．先輩に対する態度を指導する 0.116 0.638 －0.010 0.117 0.022 －0.040 －0.039

Ｑ33．練習態度が悪いときには注意する 0.033 0.517 0.339 0.064 0.145 －0.107 －0.120

Ｑ９．厳しく命令したり注意したりする －0.169 0.511 0.171 0.083 0.151 －0.118 0.260

統率（α＝.890）

Ｑ24．部員をまとめる 0.253 －0.099 0.829 －0.042 －0.126 －0.081 0.033

Ｑ34．部員に指示を出す －0.033 0.086 0.803 0.015 －0.047 －0.010 －0.100

Ｑ28．指導者（キャプテン）の指示を部員に伝える 0.063 －0.030 0.613 0.038 0.051 0.117 －0.073

Ｑ25．みんなで外出する時は中心になって皆をまとめる 0.186 －0.075 0.602 0.002 0.001 0.012 0.147

Ｑ12．挨拶や号令を行う 0.015 0.230 0.573 －0.097 －0.142 0.102 －0.090

Ｑ27．練習の内容や計画を部員が分かるように教える 0.084 －0.100 0.554 0.093 0.116 0.146 0.057

Ｑ35．部全体をうまくまとめる 0.491 －0.013 0.494 0.000 －0.023 －0.131 0.050

Ｑ22．練習内容やスケジュールを考える －0.094 0.004 0.453 0.033 －0.064 0.273 0.182

技術指導（α＝.879）

Ｑ１．技術やコツを上手に教える －0.024 －0.009 －0.118 1.038 －0.071 0.006 0.040

Ｑ３．失敗した時等、失敗した人責めるのではなく技術について注意を与える 0.124 －0.018 －0.107 0.782 －0.076 0.104 0.091

Ｑ２．部員に指導する 0.078 0.012 0.145 0.774 －0.135 －0.099 0.100

Ｑ13．競技についてよく知っているし上手だ －0.154 －0.090 0.278 0.527 0.179 －0.028 －0.131

Ｑ17．練習の時はキャプテン(副キャプテン)が自分からお手本を見せて指導する 0.026 0.109 0.078 0.486 0.129 0.052 －0.008

リーダーへのメンタルフォロー（α＝.839）

Ｑ16．指導者（キャプテン）が悩んでいる時に相談に乗る 0.000 －0.039 －0.114 －0.084 0.861 0.061 0.058

Ｑ32．指導者（キャプテン）に助言する －0.038 0.002 －0.007 0.005 0.828 －0.052 0.014

Ｑ26．指導者（キャプテン）の精神的な部分をフォローする 0.148 －0.073 －0.029 －0.036 0.780 －0.004 0.039

準備・雑用（α＝.641）

Ｑ20．練習前の準備を行う －0.047 0.050 0.265 －0.003 0.053 0.648 －0.028

Ｑ14．雑用を行う 0.231 －0.016 －0.059 0.031 －0.007 0.523 0.021

制止（α＝．643）

Ｑ６．部員を制止する 0.253 0.109 0.099 0.040 －0.040 －0.050 0.471

Ｑ４．指導者（キャプテン）を制止する 0.090 0.087 －0.252 0.096 0.334 0.088 0.434

因子間相関 0.191

0.652 0.478

0.626 0.388 0.675

0.566 0.298 0.483 0.546

0.436 0.094 0.339 0.381 0.306

0.269 0.252 0.321 0.259 0.301 0.182

※ 網掛け部分の項目が、予備研究で得られた補佐行動の項目になっている。

148



７因子「制止」については、全ての下位尺度

項目が予備研究で得られた「補佐行動」の項

目であることからも補佐行動を表す構造に

なっていると考えられる。

２．キャプテンおよび副キャプテンに対する

感情尺度の因子分析

キャプテンおよび副キャプテンに対する感

情14項目について因子分析（主因子法、プロ

マックス回転）を行った。なお、キャプテン

と副キャプテンのそれぞれにおいて因子分析

をすることはしなかった。なぜならキャプテ

ンと副キャプテンの感情を同一の下位尺度上

で比較検討する必要があったからである。そ

こで、キャプテンの感情14項目と副キャプテ

ンの感情14項目を縦に結合し、因子分析を

行った。固有値.10以上であること、因子負荷

量.40以上であること、および解釈可能性を

考慮し、14項目２因子構造を採用した（表３

参照）。

第１因子は、〝キャプテン（副キャプテン）

の指導に従えば自分も上手になると思う"

〝キャプテン（副キャプテン）を目標に練習し

たいと思う"等の項目に高い因子負荷量を示

し、「恭順」と命名した。第２因子は、〝キャ

プテン（副キャプテン）と個人的なことでも

話す"〝面白いことにはキャプテン（副キャプ

テン）も誘う"等の項目に高い因子負荷量を

示し、「親和」と命名した。

３．部活動への適応感尺度

部活動への適応感尺度14項目について因

子分析（主因子法、プロマックス回転）を行っ

た。固有値.10以上であること、因子負荷

量.40以上であること、および解釈可能性を

考慮し、13項目２因子構造を採用した（表４

参照）。

第１因子は、〝部員皆と一緒にいると楽し

い"〝部活に来ても居心地はよくない（逆転項

目）"等の項目に高い因子負荷量を示し、「部

活動および仲間関係への満足」と命名した。

第２因子は、〝放課後の練習以外にも自分ので

きる目標を立てて練習をしている"〝辛い練習

でも自分のために役立ちそうであれば積極的

に練習している"等の項目に高い因子負荷量

を示し、「技能への向上心」と命名した。

表３ キャプテン、副キャプテンに対する感情尺度の因子分析

恭順（α＝.915）

Ｑ９．キャプテン（副キャプテン）の指導に従えば自分も上手になると思う 0.958 －0.210

Ｑ１．キャプテン（副キャプテン）を目標に練習したいと思う 0.880 －0.099

Ｑ10．キャプテン（副キャプテン）の行動や意見はいつも正しいと思う 0.860 －0.150

Ｑ８．キャプテン（副キャプテン）のもとで練習できることは嬉しい 0.756 0.141

Ｑ14．キャプテン（副キャプテン）の言いつけを守る 0.665 0.029

Ｑ５．キャプテン（副キャプテン）が練習を休むとさびしい 0.593 0.199

Ｑ４．他の人にキャプテン（副キャプテン）を代わってほしくない 0.579 0.270

Ｑ３．キャプテン（副キャプテン）の頼みは私事に優先する 0.522 0.196

親和（α＝.893）

Ｑ７．キャプテン（副キャプテン）と個人的なことでも話す －0.107 0.952

Ｑ13．面白いことにはキャプテン（副キャプテン）も誘う －0.052 0.832

Ｑ12．キャプテン（副キャプテン）とは気持ちがよくあう 0.072 0.780

Ｑ２．キャプテン（副キャプテン）といると楽しい 0.261 0.664

Ｑ11．キャプテン（副キャプテン）に親しみを感じない（逆転項目） －0.159 0.621

Ｑ６．キャプテン（副キャプテン）の指示に協力したい 0.396 0.461

因子間相関 0.693
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４．「補佐行動」と「部活動への適応感」「感

情」との関連

キャプテンおよび副キャプテンの「補佐行

動」と「部活動への適応感」および「感情」

の関連を調べるために、各下位尺度間におけ

るPearsonの相関係数を算出した（表５、６

参照）。

⑴ キャプテンの「補佐行動」と部員の「部

活動への適応感」との関連

「リーダーへのメンタルフォロー」に関して

は、「部活動および仲間関係への満足」

表４ 部活動への適応感尺度の因子分析

部活動および仲間関係への満足（α＝.901）

Ｑ12．部員皆と一緒にいると楽しい 0.971 －0.134

Ｑ14．部活に来ても居心地はよくない（逆転項目） 0.838 －0.220

Ｑ６．部活では部員皆を信頼している 0.766 0.032

Ｑ５．自分の部は皆仲がよくて明るい 0.762 －0.040

Ｑ３．部活動は楽しい 0.733 0.082

Ｑ４．部活は自分の生活にとってなくてはならないものだ 0.566 0.284

Ｑ10．部活動には積極的に参加している 0.494 0.354

技能への向上心（α＝.860）

Ｑ１．放課後の練習以外にも自分のできる目標を立てて練習をしている －0.195 0.858

Ｑ９．辛い練習でも自分のために役立ちそうであれば積極的に練習している 0.086 0.769

Ｑ13．部員の誰よりも上手になろうと真剣に努力している 0.083 0.734

Ｑ８．部活に関連したスポーツや催し物のテレビ番組を進んで見る －0.025 0.694

Ｑ２．部活に関係する新しい知識や技術が得られる本・雑誌をよく読む －0.149 0.675

Ｑ７．他の人の上手なプレーやフォームはよく注意し自分でもまねをしてみる 0.185 0.562

因子間相関 0.485

表５ キャプテンの「補佐行動」と部員の「部活動への適応感」、「感情」との関連

リーダーへのメンタルフォロー 準備・雑用 制止

部活動への適応感

部活動および仲間関係への満足 .173 .291 .196

技能への向上心 .204 .044 .162

キャプテンへの感情

恭順 .507 .414 .307

親和 .249 .394 .268

p＜.001 p＜.01 p＜.05

表６ 副キャプテンの「補佐行動」と部員の「部活動への適応感」、「感情」との関連

リーダーへのメンタルフォロー 準備・雑用 制止

部活動への適応感

部活動および仲間関係への満足 .303 .233 .224

技能への向上心 .311 .152 .233

副キャプテンへの感情

恭順 .555 .509 .447

親和 .436 .362 .354

p＜.001 p＜.01 p＜.05
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（r＝.173、p＜.05）、「技能への向上心」

（r＝.204、p＜.05）との間に有意な正の相関

が認められた。また、「準備・雑用」に関して

は、「部活動および仲間関係への満足」

（r＝.291、p＜.01）との間に有意な正の相関

が認められた。さらに、「制止」に関しても、

「部活動および仲間関係への満足」（r＝.196、

p＜.05）との間に有意な正の相関が認められ

た。

⑵ キャプテンの「補佐行動」と部員のキャ

プテンへの「感情」との関連

「リーダーへのメンタルフォロー」に関して

は、「恭順」（r＝.507、p＜.001）、「親和」

（r＝.249、p＜.01）との間に有意な正の相関

が認められた。また、「準備・雑用」に関して

も、「恭順」（r＝.414、p＜.001）、「親和」

（r＝.394、p＜.001）との間に有意な正の相関

が認められた。さらに、「制止」に関しても、

「恭順」（r＝.307、p＜.001）、「親和」（r＝.268、

p＜.01）との間に有意な正の相関が認められ

た。

⑶ 副キャプテンの「補佐行動」と部員の

「部活動への適応感」との関連

「リーダーへのメンタルフォロー」に関して

は、「部活動および仲間関係への満足」

（r＝.303、p＜.001）、「技能への向上心」

（r＝.311、p＜.001）との間に有意な正の相関

が認められた。また、「準備・雑用」に関して

も、「部活動および仲間関係への満足」

（r＝.233、p＜.01）、「技能への向上心」

（r＝.152、p＜.05）との間に有意な正の相関

が認められた。さらに、「制止」に関しても、

「部活動および仲間関係への満足」（r＝.224、

p＜.01）、「技能への向上心」（r＝.233、

p＜.01）との間に有意な正の相関が認められ

た。

⑷ 副キャプテンの「補佐行動」と部員の

副キャプテンへの「感情」との関連

「リーダーへのメンタルフォロー」に関して

は、「恭順」（r＝.555、p＜.001）、「親和」

（r＝.436、p＜.001）との間に有意な正の相関

が認められた。また、「準備・雑用」に関して

も、「恭順」（r＝.509、p＜.001）、「親和」

（r＝.362、p＜.001）との間に有意な正の相関

が認められた。さらに、「制止」に関しても、

「恭順」（r＝.447、p＜.001）、「親和」（r＝.354、

p＜.001）との間に有意な正の相関が認めら

れた。

５．「補佐行動」「リーダーシップ行動」「部活

動への適応感」の因果関係モデルの検討

⑴ 因果関係モデルの妥当性の検討

本研究で用いた副キャプテンの「補佐行動」

がキャプテンの「リーダーシップ行動」に対

してどのような影響を与えているのか、さら

に、キャプテンの「リーダーシップ行動」が

部員の「部活動への適応感」にどのような影

響を与えているのかを検討するために、因果

関係モデルを作成した。そして、因果関係モ

デルの妥当性を検討するため、共分散構造分

析を行った（図１参照）。

共分散構造分析の結果、因果モデルの適合

度指標GFI（Goodness of Fit Index）の値

は.959であった。また、修正適合度指標

AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index）

の値は.911であった。さらに、RMSEA（Root
 

Mean Square Error of Approximation）

は.020であった。これらの値から、モデルと

データの適合度は十分高く、構成されたモデ

ルはデータを十分良く説明していると判断で

きる。さらにχ 検定について、χ＝21.91

（df＝21、 p＜.405）と有意ではなかった。

よって、帰無仮説は棄却されず、モデルはデー

タに適合していると言える。
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⑵ 因果関係モデルに示された変数間のパ

スの係数

図１の因果関係モデルに引かれているパス

係数は、標準化解で示された係数で、統計的

に有意なもののみを載せてある。因果関係モ

デルの標準化解で示されたそれぞれの変数間

のパスをみていく。まずは、潜在変数と観測

変数の間のパスをみると、潜在変数「副キャ

プテンの補佐行動」から、観測変数「リーダー

へのメンタルフォロー」へのパスが.81、「準

備雑用」へのパスが.65、「制止」へのパスが.62

といずれもある程度高い値となった。次に、

潜在変数「キャプテンのリーダーシップ行動」

から、観測変数「人間関係調整」へのパス

が.85、「技術指導」へのパスが.66、「統率」

へのパスが.84、「圧力」へのパスが.29と、「圧

力」以外については高い値となった。続いて、

潜在変数「部活動への適応感」から、観測変

数「部活動および仲間関係への満足」へのパ

スが.94、「技能への向上心」へのパスが.59と

「部活動および仲間関係への満足」については

高い値となった。

次に潜在変数間のパスをみると、潜在変数

「副キャプテンの補佐行動」から、潜在変数

「キャプテンのリーダーシップ行動」へのパス

が.81と高い値になった。続いて、潜在変数

「キャプテンのリーダーシップ行動」から、潜

在変数「部活動への適応感」へのパスが.67と

ある程度高い値となった。

【考察】

１．補佐行動尺度の構造

サブリーダーの補佐行動について明らかに

するために、予備研究ではKJ法によって補

佐行動の項目を分類した。さらに、本研究で

は、予備研究で得られた項目を用いて尺度を

作成し、因子分析を行うことで構造を検討し

た。そこで、予備研究、本研究の結果から補

佐行動について考察していく。

図１ 「補佐行動」「リーダーシップ行動」「部活動への適応感」の因果関係モデル
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まず、KJ法によって補佐行動項目を20個

に分類した。項目には、従来のリーダーシッ

プ行動尺度の項目と重複する内容が含まれて

いた。例えば、部活動集団を対象とした吉村

（2005）の研究で用いられているリーダーシッ

プ尺度と照合してみると、補佐行動項目の「指

導」「スケジュール管理・計画」は、リーダー

シップ尺度の因子構造の１つである「技術指

導」の内容と重複する。また、「メンバーの相

談役」は「人間関係調整」と重複し、さらに、

「まとめる」は「統率」と重複する。このよう

に補佐行動にリーダーシップ行動の内容が重

複した理由については、回答者の補佐行動の

捉えた方が関係していると考えられる。つま

り、リーダーシップ行動も補佐行動の１つで

あると捉えていたのではないだろうか。しか

し、本研究が指す補佐行動は従来のリーダー

シップ行動の要素を含めない。よって、補佐

行動とリーダーシップ行動を明確に分ける必

要があった。そこで、本研究では補佐行動尺

度とリーダーシップ尺度を結合して因子分析

を行い、補佐行動の因子構造を検討した。そ

の結果、「リーダーへのメンタルフォロー」「準

備・雑用」「制止」の３つの構造が明らかになっ

た。

では、３つの因子構造について見てみよう。

まず、「リーダーへのメンタルフォロー」につ

いてであるが、これはサブリーダーに求めら

れる重要な行動であると言える。というのは、

高口ら（2005）をはじめとする複数リーダー

を扱った多くの研究が、リーダー間の友好関

係の影響力を示唆している。つまり、リーダー

間の友好関係の変動が、成員のモラールや満

足感といった集団の価値変数に影響を与えて

いるのである。この研究結果を踏まえると、

サブリーダーには、リーダーとの友好関係を

高める行動が求められていると予想される。

本研究で抽出された「リーダーへのメンタル

フォロー」は、サブリーダーがリーダーとの

友好関係を高める行動の１つとして挙げるこ

とができるだろう。また、メンタルフォロー

を行うことでリーダーの不安を解消し、より

よいリーダーシップ行動の発揮を促すことが

期待できることからもメンタルフォローの必

要性を伺うことができる。このようなことか

ら、本研究で抽出された「リーダーへのメン

タルフォロー」は、サブリーダーに求められ

る行動の一面を表していると言える。

次に、「準備・雑用」についてであるが、そ

の下位尺度項目を見ると、「練習前の準備を行

う」「雑用を行う」となっている。練習前の準

備や雑用は、練習を行う上で欠かせない作業

である。しかし、リーダーがそれらの作業を

一つ一つこなしていては、本来の目的である

リーダーシップ行動の発揮を妨げることにつ

ながると予想される。よって、サブリーダー

が「準備・雑用」といった行動を行うことで、

リーダーの円滑なリーダーシップ行動の発揮

を促すことになると考えられる。つまり、「準

備・雑用」は補佐行動の重要な側面を表して

いると言えるだろう。

最後に、「制止」についてであるが、その下

位尺度項目を見ると、「部員を制止する」「指

導者（キャプテン）を制止する」となってい

る。メンバーに対する制止は、当然リーダー

も行う。しかし、リーダー１人で複数のメン

バーを制止するのは難しい。そこで、サブリー

ダーもメンバーに対して制止を行う必要が出

てくる。そうすることで、リーダーは本来の

目的であるリーダーシップ行動を円滑に発揮

することにつながるだろう。また、「制止」に

はリーダーに対する制止も含まれる。リー

ダーに対する制止はメンバーでも可能だが、

立場上難しい面がある。その点、サブリーダー

は、メンバーよりもリーダーに近い立場であ

り、制止しやすいと考えられる。しかしなが

ら、リーダーに対して制止を行う場合、サブ

リーダーにはリーダーと対等な立場、もしく

はそれに準ずる立場にいることが求められ

る。なぜなら、明らかにリーダーより下の立
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場にいては、リーダーに対する制止は難しい

からである。リーダーの制止という内容から

は、単なる「補佐行動」という印象は受けな

い。しかし、制止することは、集団目標を達

成する１つの手段であり、リーダーの誤った

リーダーシップ行動を修正するという意味

で、サブリーダーに求められる行動の一面を

表していると言える。

補佐行動の３つの因子構造についてみてき

たが、いずれにおいてもサブリーダーに求め

られる補佐行動を表しているといえるだろ

う。

２．「補佐行動」と「部活動への適応感」およ

び「感情」との関連

キャプテン、副キャプテンといったサブ

リーダーの補佐行動と部員の効果性指標との

間に関連が見られた。しかも、キャプテンの

「準備・雑用」と「技能への向上心」、キャプ

テンの「制止」と「技能への向上心」以外は、

全て有意な正の相関が認められた。つまり、

補佐行動は部員に対して何らかの関連を持っ

ているということである。

では、補佐行動と部活動への適応感との関

連から見てみよう。まず、キャプテンについ

てであるが、先述したように「準備・雑用」

および「制止」と「技能の向上心」との間に

有意な相関は認められなかった。しかし、副

キャプテンについては、いずれにおいても正

の相関が認められている。さらに、全体的に

キャプテンよりも副キャプテンの方が補佐行

動と部活動への適応感との間に高い相関が見

られる。つまり、副キャプテンの補佐行動の

方が部員に対して強い関連を持っていると言

える。この結果は妥当であると言える。鈴木

（2007）は、運動系部活動を対象にし、キャプ

テンと副キャプテンのリーダーシップ行動の

組み合わせによる部員への影響力について検

討しているが、結果は、キャプテンのリーダー

シップ行動の影響力の強さを示唆している。

つまり、キャプテンはサブリーダーの役割を

担うが、それ以上にリーダーとしての役割が

部員に対して強く影響しているため、補佐行

動の影響力は副キャプテンに比べて強くない

のだろう。逆に、副キャプテンは、リーダー

としての役割はさほど求められておらず、サ

ブリーダーの役割が強く求められていると予

想される。ゆえに、副キャプテンの補佐行動

と部員の効果性指標との間に強い関連が見ら

れたと考えられる。

次に補佐行動と感情との関連について見て

みよう。キャプテン、副キャプテンのいずれ

においても、感情との間に強い正の相関が認

められた。つまり、補佐行動を行う者とその

者に対する感情との間には関連があるのだ。

「補佐行動」を行う者に対して、「恭順」や「親

和」といった感情を抱く事に対しては理解し

やすいだろう。つまり、集団の目標達成のた

めに補佐行動を行っている者に対して、メン

バーがポジティブな感情や自分より上位にあ

ることを素直に認めようという感情を抱くの

は妥当である。キャプテンと副キャプテンの

間を比較すると、「部活動への適応感」ほどで

はないが、やはり、副キャプテンの方が関連

が強かった。理由については、「部活動への適

応感」の時と同様、副キャプテンにはサブリー

ダーとしての役割がキャプテンよりも強く求

められているからであると考えられる。

３．因果関係モデル

本研究の目的であるサブリーダーの補佐行

動がリーダーのリーダーシップ行動を円滑に

する要因であることを明らかにするために、

サブリーダーである「副キャプテンの補佐行

動」、リーダーである「キャプテンのリーダー

シップ行動」、そしてメンバーである部員の

「部活動への適応感」を潜在変数とした因果関

係モデルを作成した。

では、各潜在変数について見てみよう。ま

ずは、「副キャプテンの補佐行動」であるが、
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観測変数である「リーダーへのメンタルフォ

ロー」「準備・雑用」「制止」の３つの変数に

単独の有意なパスを示していた。よって、こ

の潜在変数の変動が、副キャプテンのキャプ

テンに対するメンタルフォローや練習の準

備、雑用、そしてキャプテンや部員に対する

制止に影響を与えていることになる。

次に「キャプテンのリーダーシップ行動」

であるが、観測変数である「人間関係調整」

「技術指導」「統率」「圧力」の４つの変数に単

独の有意なパスを示していた。よって、この

潜在変数の変動が、キャプテンの人間関係調

整や技術指導、統率、圧力といった行動に影

響を与えていることになる。

次に「部活動への適応感」であるが、観測

変数である「部活動および仲間関係への満足」

「技能への向上心」の２つの変数に単独の有意

なパスを示していた。よって、この潜在変数

の変動が、部員の部活動や仲間関係への満足、

および、技能への向上心に影響を与えている

ことになる。

続いて、本研究の目的となる潜在変数「副

キャプテンの補佐行動」と「キャプテンのリー

ダーシップ行動」、「部活動への適応感」の関

係について見てみよう。潜在変数の「副キャ

プテンの補佐行動」は潜在変数である「キャ

プテンのリーダーシップ行動」に単独の有意

なパスを示している。つまり、副キャプテン

の補佐行動の変動が、キャプテンのリーダー

シップ行動に強い影響を与えているのであ

る。この結果は、補佐行動がリーダーシップ

行動を円滑にする要因であることを示唆して

いる。また、「副キャプテンの補佐行動」から

「部活動への適応感」へパスが引かれていない

ことにも注目する必要がある。つまり、補佐

行動は、リーダーシップ行動に直接影響を与

えているが、部活動への適応感といった部員

に対しては直接的な影響を与えていないので

ある。補佐行動は、キャプテンのリーダーシッ

プ行動を介してのみ、部活動への適応感と

いった部員への影響をもたらす。つまり、補

佐行動の部員への影響は間接的なものである

ということだ。本研究では、補佐行動の下位

尺度項目と部活動への適応感の下位尺度項目

との間の相関を調べた。その結果、多くの下

位尺度項目間に正の相関が認められたが、そ

れは、補佐行動の直接的な影響ではなく、リー

ダーのリーダーシップ行動を介した間接的な

影響であったといえよう。

では、「副キャプテンの補佐行動」が「部活

動への適応感」に直接影響を与えていなかっ

た理由について考えてみよう。そのためには

まず、本研究で用いた「補佐行動」の意味に

ついて考える必要がある。「補佐行動」とは、

リーダーを補佐する行動である。しかし、研

究で用いた補佐行動尺度の項目を見ると、メ

ンバーに対する行動も含まれている。例えば、

補佐行動尺度の因子構造の１つである「制止」

の下位尺度項目に「部員を制止する」という

項目がある。これは、メンバーに対して働き

かける行動である。しかしながら、その行動

の目的はリーダーの補佐にある。つまり、サ

ブリーダーである副キャプテンが部員を制止

することで、リーダーであるキャプテンの

リーダーシップ行動を補佐すると考えられ

る。したがって、「補佐行動」には、メンバー

に対して働きかける行動も含まれるが、あく

までリーダーへの補佐が目的の行動であるか

ら、その行動の影響力はリーダーに強く影響

し、メンバーには直接的な影響を及ぼさない

のである。ちなみに、メンバーに直接影響を

もたらす行動は、リーダーシップ行動である

と言えよう。よって、作成したモデルにおい

て、潜在変数である「副キャプテンの補佐行

動」から「部活動への適応感」へのパスが示

されず、「キャプテンのリーダーシップ行動」

からの間接効果のみが見られたのである。

サブリーダーの補佐行動がリーダーシップ

行動を円滑にする１つの要因であることを明

らかにした点において本研究の意義を見出す
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ことができるだろう。

４．本研究の問題点と今後の課題

本研究の問題点として、「副キャプテンの補

佐行動」「キャプテンのリーダーシップ行動」

「部活動への適応感」の因果関係モデルにおい

て、誤差間に共分散が見られたことが挙げら

れる。各誤差間のパス係数の値について

は、.19、.35、.37、.40と、その他のパス係

数の値に比べると低くなっており、影響力は

弱いと考えられるが、しかし、有意な値とし

て示されていることから何らかの意味を持つ

可能性がある。誤差という性質から、その間

の共分散について解釈することは難しい。し

かし、１つ考えられることとしては、別の新

たな要因が存在しているということである。

その要因による影響が誤差間の共分散という

形で示されたのかもしれない。その点につい

ては、今後さらなる検討が必要である。

次に、本研究では、サブリーダーの補佐行

動がリーダーのリーダーシップ行動を円滑に

する１つの要因であることを明らかにした

が、リーダーシップ行動を円滑にする要因に

ついては、補佐行動以外にも存在すると予想

される。それらの要因の発見が今後の研究で

求められるだろう。また、補佐行動に影響を

もたらす要因についても明らかにする必要が

ある。例えば、補佐行動が行われやすいリー

ダーとサブリーダーの関係性を検討すること

で補佐行動のより一層の解明が期待できるだ

ろう。
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ます。
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